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 令和４年８月５日(金)に村山地区教育課程研究協議会が、昨年度に続き Zoom会議システムによる 

オンライン型研修の方法で開催されました。６００名以上の参加してくださった先生方にとって、 

オンライン型研修においても学習指導要領の趣旨や内容についての理解を深め、各教科等に関する 

指導力の向上が図れるよう、各部会において様々な工夫が見られました。その結果、多くの先生方 

から、充実した研修になった旨の感想をいただきました。 

 学習指導要領の趣旨をよく理解して日々の授業改善を図ることで「確かな学力の育成」が実現し 

ます。そのことが、「令和の日本型学校教育」における「子供の学び」の姿の実現にもつながってい 

きます。各教科等部会において、授業改善の具体的方策や ICTの活用事例等を伝達しましたので、 

校内や近隣学校の先生方と共有していただき、授業改善等にお役立てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中央教育審議会「「令和の日本型学校教育」の構築を目指して（ 答申 ）」【 総論解説 】より 
＜参加者の声から＞ 

 

 

 

授業づくりにおいて学年や実態に合わせて、本当に

その目標でいいのか、その活動は必要なのかを考えな

ければいけないと感じた。 

 話し合いにおいて、自分の考えの妥当性を説明でき

る力を身につけられるようにしたい。そのために、見

通しや予想を大切にし、子供が主体的に知識を獲得す

る授業づくりを行っていきたい。 

＜村山地区小・中学校教育課程研究協議会より＞ 

ICT を使うことが目的ではなく、使うことで効果的

な学習につながることを意識する。活動のねらいと、

評価する観点を明確化した単元構成をする。 

 ぶれない課題をつくることや評価規準を明確にす

ること、考える技法や思考ツールを活用して、子供た

ちと一緒に課題を追究していきたい。 

子供に任せるところ、教師が出るところを判断し、

子供が自ら主体的に取り組む活動を考えていきたい。 

子供と教師が共に考える授業づくりの勉強になっ

た。本校でも、子供と対話しながら考えて実践してい

きたい。 

 


